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ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

新
潟
産
業
大
学
父
母
の
会　
会
長　

毛 
島 

貴 

幸

新
た
な
取
り
組
み
に
向
け
た

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す

新
潟
産
業
大
学
　
学
長
　
星
野
三
喜
夫

　

本
年
度
、
新
潟
産
業

大
学
父
母
の
会
会
長
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
毛
島
貴

幸
と
申
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
父
母
の
会
総
会
や
役
員
会
、
文
化
講

演
会
な
ど
の
事
業
が
開
催
で
き
ず
、
と
て
も
残

念
に
思
い
ま
す
。

　

本
来
は
保
護
者
の
皆
様
も
、
新
潟
産
業
大
学

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
皆
様
の
ご
子
息
・
ご
令

嬢
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
姿

を
見
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

新
潟
産
業
大
学
は
、
地
域
と
連
携
し
て
い
ろ

い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
大
学
で
す
。

学
生
は
、
教
室
で
の
授
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

積
極
的
に
地
域
に
出
か
け
、
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
私
自
身
、
子
ど
も
か

ら
感
じ
取
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
某
地
方
紙
（ 

○ 

潟
○ 

報
） 

で
、
新
潟

産
業
大
学
の
活
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
記

事
を
見
つ
け
る
と
大
変
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
に
あ
っ
て
も
、

学
生
達
は
日
々
「
学

び
」
を
頑
張
っ
て
お

り
、
学
長
と
し
て
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
学
内
で
新

し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、「
地
域
実
践
教
育
深
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
す
。
こ
れ
は
本
学
が
一
丁
目
一
番
地

と
し
て
、
地
域
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
中
心
に
推
進
し

て
い
る
「
地
域
実
践
教
育
」
を
更
に
深
め
る
た

め
の
取
り
組
み
で
す
。
現
行
の
地
域
実
践
教
育

を
体
系
的
に
深
化
さ
せ
、
大
学
の
地
域
と
の
関

わ
り
を
更
に
強
め
、
地
域
の
方
々
や
企
業
人
か

ら
専
門
的
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
地
域
社
会
を
学

べ
る
、
本
学
な
ら
で
は
の
地
域
実
践
教
育
を
再

構
築
し
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
（Bring Y

our 
O

w
n D

evice

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
文

部
科
学
省
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
よ
り
96
％
以
上
の
全
国
の
小
中
学
校
が
端
末

導
入
済
で
、
高
校
も
推
進
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
黒
板
と
チ
ョ
ー
ク
」「
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
」
か
ら
、

パ
ソ
コ
ン
等
の
デ
バ
イ
ス
を
使
っ
て
学
習
し
て

い
る
生
徒
が
、
今
後
本
学
に
入
っ
て
来
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
生
徒
達
を
迎
え
入
れ
る
た
め
、
学

生
の
学
修
環
境
と
学
修
支
援
の
整
備
に
向
け
学

内
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
関
西
学
院
大
学
と
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

が
共
同
開
発
し
た
「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
令
和
４
年
度
か
ら
導
入
し

ま
す
。
学
生
は
実
践
的
な
ス
キ
ル
が
身
に
着
く

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
し
、

完
了
し
た
学
生
に
は
修
了
証
と
オ
ー
プ
ン
バ
ッ

チ
が
発
行
さ
れ
、
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
で
あ
る
こ
と

が
証
明
さ
れ
ま
す
。

　

新
潟
産
業
大
学
の
使
命
で
あ
り
、
地
域
社
会

に
対
す
る
約
束
で
も
あ
る
「
社
会
に
貢
献
す
る

　
大
学
マ
ス
コ
ッ
ト
　

�

サ
ン
チ
ャ
ッ
カ
ル
君

り
ま
す
。

　

学
生
の
皆
様
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
、

な
か
な
か
自
分
の
思
い
え
が
い
た
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
が
送
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
制
限
あ
る
状
況
の
中
で
も
、
で
き
る

活
動
を
見
つ
け
て
、
意
欲
的
に
活
動
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ピ
ン
チ
な
状
況
を
逆
手
に
取
り
、
新
し
い
発

想
が
飛
び
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
。

　

会
員
の
皆
様
、
学
生
た
ち
の
成
長
、
新
潟
産

業
大
学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
、
今
後

と
も
父
母
の
会
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

５
月　

前
年
度
会
計
監
査

６
月　

個
別
面
談
会

　
　
　

役
員
会
・
総
会
・
講
演
会
の
開
催

９
月
～
12
月　

各
支
部
総
会
開
催

10
月　

文
化
講
演
会

 　
　
　
　
（
学
園
祭
開
催
に
合
わ
せ
て
実
施
）

２
月　

会
報
発
行

３
月　

役
員
会

　

令
和
４
年
度
の
「
父
母
の
会
」
役
員
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
大
学
の
こ
と
、
学
生
た
ち
の

こ
と
を
一
緒
に
考
え
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

我
こ
そ
は
と
い
う
方
は
、
父
母
の
会
事
務
局

（
０
２
５
７
―
２
４
―
６
４
０
２
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〈
役
員
募
集
中
！
〉

『
父
母
の
会
』年
間
事
業

人
間
の
育
成
」
の
教
育
方
針
は
今
後
も
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
を
通
じ
て
、
本
学

の
特
長
と
魅
力
を
一
層
発
信
し
、
産
大
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
強
化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

（1） 令和４年（2022）２月１日 第  28  号新潟産業大学父母の会会報



　父母の会では、会員が経済的に困窮し緊急に援助を必要とする場合
について、以下の通り無利子で資金を貸し付ける制度を設けています。
貸与を受けられる範囲は、新潟産業大学父母の会会員の子弟に限ります。
　詳しくは、父母の会事務局（0257－24－6402）までお問い合わせく
ださい。

１．貸付限度額：学納金年額の限度内とします。但し、貸付金は学納
金に充当してください。

２．返　　　還 ：貸付年度内に返還してください。
３．提 出 書 類：学生課にある所定の用紙に必要事項を記入し、連

帯保証人の身分を証明する書類を添え、父母の会会
長まで提出してください。

４．決　　　定 ：選考委員会で審査し、父母の会会長が決定します。
５．そ　の　他：学籍を離れる場合は、直ちに全額を返還しなければ

なりません。

奨学貸付制度のご案内

経
済
経
営
学
科
４
年　

村 

田 

胡 

桃

経
済
経
営
学
科
４
年　

中 

島 

ア
デ
ィ

�

（
第
四
北
越
銀
行　
内
定
）

�

（
ア
チ
ハ
株
式
会
社　
内
定
）

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
活

～
自
分
の
考
え
方
・

　
　
　
行
動
次
第
～
」

　

私
は
「
希
望
職
種

か
ら
内
定
が
出
る
ま

で
就
活
を
辞
め
な
い
」

「
鍵
は
自
分
の
長
所
と

　
　
　
短
所
の
分
析
」

　

私
が
就
職
活
動
を

始
め
た
の
は
３
月
の

合
同
企
業
説
明
会
で

す
。
コ
ロ
ナ
の
２
年

と
い
う
目
標
の
も
と
、
３
年
生
の
６
月
か
ら
約

１
年
間
就
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
本
エ
ン
ト

リ
ー
解
禁
ま
で
の
期
間
は
自
分
の
適
性
は
何

か
、
将
来
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
が
し
た
い
か
、

を
十
分
に
考
え
様
々
な
業
種
の
説
明
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
私
は
部
活
・
サ
ー
ク

ル
共
に
無
所
属
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
も
し
て

い
ま
せ
ん
。
最
終
的
に
は
合
同
説
明
会
３
回
、

企
業
説
明
会
約
30
社
、本
エ
ン
ト
リ
ー
約
10
社
、

企
業
訪
問
１
社
、
選
考
参
加
６
社
、
内
定
２
社

と
い
う
結
果
で
し
た
。
こ
の
内
実
際
に
対
面
で

行
っ
た
の
は
合
同
説
明
会
１
回
、
企
業
訪
問
１

回
、
面
接
１
回
の
計
３
回
だ
け
で
し
た
。
交
通

費
・
宿
泊
費
等
を
節
約
で
き
た
一
方
、
カ
メ
ラ

や
照
明
機
材
の
購
入
費
用
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
私
の
面
接
対
策
と
し
て
は
、
主
に
就
活

ノ
ー
ト
を
作
る
、
新
聞
を
よ
く
読
む
、
就
職
課

を
フ
ル
活
用
、
こ
の
３
つ
で
す
。

　

予
想
外
の
オ
ン
ラ
イ
ン
就
活
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
嫌
に
思
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
た
分
、
時
間

を
有
効
活
用
で
き
た
上
に
、
学
生
の
う
ち
に
社

会
の
変
革
期
を
感
じ
取
れ
た
か
ら
で
す
。
時
間

の
許
す
限
り
沢
山
の
遊
び
や
経
験
を
し
、
沢
山

の
企
業
を
見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で

変
わ
っ
た
社
会
を
見
つ
め
、
今
ま
で
と
は
別
の

目
で
、
マ
イ
ナ
ビ
合
同
企
業
説
明
会
が
対
面
で

人
数
規
制
を
設
け
て
の
実
施
で
し
た
。
私
は
や

り
た
い
こ
と
が
な
く
、
何
が
し
た
い
の
か
を
見

つ
け
る
た
め
に
様
々
な
企
業
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
自
己
分
析
を
し
て
い
る
と
、

周
り
の
大
学
生
が
私
の
遥
か
上
を
い
っ
て
い
る

と
感
じ
て
内
心
と
て
も
焦
り
ま
し
た
。
合
同
企

業
説
明
会
で
は
人
気
の
大
手
企
業
は
す
ぐ
に
埋

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
一
日
に
大
手
２
～
３
、

そ
の
他
は
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
座
っ
て
手
当

た
り
次
第
に
話
を
聞
き
質
問
を
し
ま
し
た
。
数

を
人
一
倍
こ
な
し
て
い
く
う
ち
に
ガ
ス
や
電
気

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
興
味
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一
つ
方
向
性
が
定
ま

る
と
そ
こ
か
ら
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
進
み
ま
し

た
。
生
活
イ
ン
フ
ラ
系
の
企
業
を
10
社
ほ
ど
受

け
、
大
手
な
ど
は
履
歴
書
の
段
階
で
弾
か
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
会
社
は
す
べ
て
面
接
ま

で
行
き
、
面
接
は
ど
の
企
業
も
落
ち
ま
せ
ん
で

就
職
体
験
談

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
、

　
　
　
学
生
達
の
大
き
な
活
躍

学
生
委
員
長
　
蓮 

池
　  

薫

　

一
昨
年
春
来
続
く

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
昨
年
、

新
潟
産
業
大
学
で
は

徹
底
し
た
感
染
対
策

の
も
と
、
全
面
的
な

対
面
授
業
を
行
え
ま
し
た
し
、
学
生
た
ち
も
各

方
面
で
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
制
限

付
き
で
し
た
が
、
２
年
ぶ
り
の
紅
葉
祭
も
無
事

開
催
で
き
、
産
大
附
属
高
校
の
生
徒
た
ち
と
と

も
に
海
岸
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

複
数
回
行
え
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｆ
Ｍ
ピ
ッ
カ
ラ

の
産
大
枠
番
組
「
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
」
か
ら
は
、

産
大
生
の
声
を
柏
崎
市
民
に
発
信
し
続
け
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
も
、
限
ら
れ
た
条
件
の
中

で
も
練
習
を
積
み
重
ね
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を

残
し
ま
し
た
。
何
よ
り
も
昨
年
、
産
大
生
で
あ

る
稲
場
悠
介
君
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
水
球

男
子
日
本
代
表
と
し
て
、
卒
業
生
の
小
出
未
来

さ
ん
が
女
子
代
表
と
し
て
参
加
し
、
大
き
な
活

躍
を
し
ま
し
た
。
産
大
出
身
と
し
て
初
め
て
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
に
、
大
学
関
係
者
は
も
と

よ
り
地
元
市
民
も
か
つ
て
な
く
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
男
子
水
球
部
は
地
元
柏
崎

で
開
か
れ
た
イ
ン
カ
レ
で
堂
々
の
３
位
、
空
手

道
部
は
北
信
越
大
会
男
子
団
体
組
み
手
で
３
位
、

卓
球
は
秋
季
北
信
越
大
会
の
男
子
団
体
で
４
位

に
入
る
好
成
績
を
挙
げ
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
も

産
大
Ｆ
Ｃ
チ
ー
ム
が
10
チ
ー
ム
加
入
の
新
潟
県

社
会
人
２
部
リ
ー
グ
で
全
勝
優
勝
を
し
、
１
部

昇
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
完
全
に
戻
っ
た
と
は
ま
だ

言
え
ま
せ
ん
が
、
学
生
た
ち
の
若
き
情
熱
と
努

力
に
よ
っ
て
、
産
大
が
大
き
く
活
気
を
取
り
戻

し
て
き
た
１
年
で
し
た
。
今
年
は
さ
ら
に
輝
か

し
い
１
年
に
な
る
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
た
。
結
果
は
、
５
月
中
旬
で
６
社
ほ
ど
内
定

を
い
た
だ
き
、
そ
の
時
点
で
内
定
を
頂
い
た
ア

チ
ハ
株
式
会
社
に
決
め
ま
し
た
。
ア
チ
ハ
㈱
で

は
、
風
力
発
電
機
材
や
戦
闘
機
な
ど
の
運
搬
等

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
就
職
活
動
を
通
し
て
大

切
に
感
じ
た
こ
と
は
、
自
己
分
析
で
の
自
分
の

強
み
弱
み
は
何
か
、
弱
み
は
ど
の
よ
う
に
カ

バ
ー
し
た
か
、
自
分
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て

簡
潔
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。
面
接
は
、
初
め
は

緊
張
で
ボ
ロ
ボ
ロ
で
す
が
徐
々
に
慣
れ
て
い
く

の
で
回
数
を
こ
な
す
。
そ
し
て
、
自
分
を
オ
ー

バ
ー
気
味
で
い
い
の
で
自
信
を
も
っ
て
常
に
笑

顔
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば

自
ず
と
結
果
は
付
い
て
き
ま
す
。

考
え
方
が
身
に
付
き
、就
活
に
活
か
せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
周
り
が
何
と
言
お
う

と
「
自
分
の
考
え
方
・
行
動
次
第
」
で
す
。
周

り
の
人
々
や
、
就
活
で
得
た
新
た
な
発
見
を
大

切
に
し
、
最
後
ま
で
意
思
を
貫
い
て
下
さ
い
。

私
も
頑
張
り
ま
す
。
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７．アルバイト
常時・時々している 71％

していない 28％

8．クラブ・サークル活動
積極的に参加 45%

積極的ではないが参加 14%
不参加 33%

9．活動の目的
技術向上・大会参加 20%

学生生活を楽しむ 15％
知識・教養・技術 18％

10．就寝時刻
24 ～ 1 時 38％
1 時以降 24％
23～24時 21％

11．起床時刻
7 ～ 8 時 34％
8 ～ 9 時 22％
6 ～ 7 時 21％

12．朝ごはん
毎日食べる 42％
週 2、3 日 24％

ほとんど食べていない 18％

１．性別
男 83％
女 17％

２．住居
自宅 44％

自宅以外 56％

３．通学手段
自動車 64％

バス 26％
JR 4％

自転車バイク 6％

４．生活費月額
3 万円未満 61％

3 ～ 5 万円未満 24％
5 ～ 8 万円未満 10％

５．仕送り月額
3 万円未満 55％

3 ～ 5 万円未満 23％
5 ～ 8 万円未満 13％

６．奨学金
利用している 50％

利用していない 50％

13．たばこ
吸わない 89％

吸う 11％

14．不安や悩み
就職・進路 28％

特にない 16％
学業関係 12％

経済的問題 11％
性格・能力 10％

精神的なこと 7％
健康上のこと 6％

15．大学生活で大切なこと
進路・良い就職 17％

授業に出席 12％
自由時間を楽しむ 11％

専門知識・技術 11％
多くの経験と見聞広める 11％

考える力を養う 10％
友人や先輩 8％

16．学生生活満足度
普通 40％

まあまあ満足 28％
十分満足 22％

（令和3年3月31日現在・単位：円）
種別 金額 満期日 備考

事
業
積
立
金

定期預金
№2142446 545,000 令和３年

３月23日

令和３年度事業に使
用目的の積立金
北越銀行（スーパー
定期自動継続）利率
0.002%

定期預金
№2142448 535,000 令和３年

３月23日

令和4年度事業に使
用目的の積立金
北越銀行（ｽｰパー
定期自動継続）利率
0.002%

定期預金
№2142449 390,068 令和2年

6月22日

令和３年度事業に使
用目的の積立金
北越銀行（スーパー
定期自動継続）利率
0.002%

定期預金
№2142450 535,000 令和３年

３月2３日

令和５年度事業に使
用目的の積立金
北越銀行（スーパー
定期自動継続）利率
0.002%

定期預金
№2142451 530,045 令和2年

6月21日

令和３年度事業に使
用目的の積立金
北越銀行（スーパー
定期自動継続）利率
0.002%

定期預金
№2142452 530,045 令和2年

6月21日

令和４年度事業に使
用目的の積立金
北越銀行（スーパー
定期自動継続）利率
0.002%

計 3,065,158
奨
学
基
金
積
立

定期預金
№2235327 2,020,189 令和３年

6月9日

平成６・７年度
奨学基金積立
第四銀行（スーパー
定 期 成 長 型 ）利 率
0.002%

合　計 5,085,347

 決済用
 普通預金

1,127,881 北越銀行柏崎支店　
№458160

2,440,027
北越銀行柏崎支店 
№541482
特別会計奨学貸付

計 3,567,908

預 金 一 覧
収入の部� （単位：円）

科　　目 ２年度予算額 ２年度決算額 比較増減 摘　　　要

会費（新入生のみ） 2,180,000 2,180,000 0 20,000円×108人＝2,160,000円（１年生）
10,000円×  2人＝   20,000円（編入学）

当年度事業積立金繰入 1,230,088 1,230,201 △ 113 過年度に徴収した
令和２年度事業積立金取崩分1,230,201円

雑収入 2 11 △ 9 利息
前年度繰越金 372,931 372,931 0

計 3,783,021 3,783,143 △ 122

支出の部� （単位：円）
科　　目 ２年度予算額 ２年度決算額 比較増減 摘　　　要

事務費 10,000 825 9,175 通信費・振込手数料他
役員会開催費 20,000 28,647 △ 8,647 通信費・交通費・昼食代他
総会開催費（中止） 80,000 55,990 24,010 （総会は中止）

支部活動補助費（中止） 300,000 0 300,000

北海道東北支部（各支部は開催中止）
新潟支部�
関東支部�
北陸支部�
中部東海支部�
近畿以西支部�
教職員派遣交通費�

事業開催運営費（中止） 0 0 0 文化講演会開催経費
課外活動補助費 900,000 900,000 0 部活遠征費・学友会への補助（学園祭・部活強化費等）
会報発行費 0 54,800 △ 54,800 印刷費・発送費用
新入生合同歓迎会協賛金 0 0 0 柏崎市･市民が主催
卒業行事関係補助費（中止） 150,000 0 150,000 卒業パーティー中止
福利厚生費 10,000 0 10,000 慶弔費
令和３年度事業積立金 500,000 545,000 △ 45,000 前徴収事業費の当該年度までの積立金
令和４年度事業積立金 490,000 535,000 △ 45,000 前徴収事業費の当該年度までの積立金
令和５年度事業積立金 490,000 535,000 △ 45,000 前徴収事業費の当該年度までの積立金
予備費 833,021 0 833,021

0 1,127,881 △ 1,127,881
計 3,783,021 3,783,143 △ 122

令和２年度　父母の会会計

（日本人学生　１〜４年生概要版）学生生活アンケート結果2021年度
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　令和元年末、中国武漢市から報告された原因不明の肺炎は新たなコロナウイルスによるものであることが判明し、
日本での感染第一例目が翌年の一月に神奈川県内で発生してから丸二年を経過しました。
コロナウイルスは、変異株が次々と出現し、令和三年十二月には収束傾向に思えた新規感染者数の減少は瞬く間に翌

編　集　後　記

令和３年度　公認部大会成績一覧表（抜粋）
クラブ名 大会名 部門･種目および大会出場者名 （学科・学年） 成　績

水 泳 部・
男 子

（水球部門）

東京オリンピック日本
代表 稲場悠介（経３） 日本代表

中部学生選手権
水球競技大会

朝廣開輝、大森史皓、中島アディ（経４）、内山雅治、加藤時也（文
４）、高橋厚士、本田恵惇、横山颯太朗（経１）、花園賢信（文１） 1位

第97回日本学生
選手権水泳競技
大会水球競技

朝廣開輝、大森史皓、瀧村憲哉、中島アディ（経４）、内山雅治、加
藤時也（文４）、奥一生、櫻井倖、中村挙、野田一成、山口巧喜（経３）、
加藤未来（文３）、上出時也、藤井敬聖（経２）、水野楓（経２）

３位

第97回日本選手
権水泳競技大会
水球競技最終予
選会

朝廣開輝、大森史皓、瀧村憲哉、中島アディ（経４）、内山雅治、加
藤時也（文４）、奥一生、櫻井倖、中村挙、野田一成、山口巧喜（経３）、
加藤未来（文３）、上出時也、藤井敬聖（経２）、水野楓（経２）

ベスト８

水 泳 部・
女 子

（水球部門）

第97回日本学生
選手権水泳競技
水球競技

宮川華音、前野理緒、井上すず、新藤汐砂（経４）、小浦英莉子、金
桶友香、渡邊あかね（経３）、山村優明（経２）、田中真由（文２）、前
野美月（経１）

出場
第97回日本選手
権水泳競技大会
水球競技

第97回日本選手
権　水 泳 競 技 大
会水球競技最終
予選会

ベスト４

卓 球 部

第68回春季北信
越学生卓球選手
権大会兼第90回
全日本大学総合
卓球選手権大会
北信越地区予選

男 子 団 体
内藤友成、山﨑俊介（経４）、山﨑琉優（文４）、関口柊
人（経３）、風間慶亮（経２）、倉又奏夢、谷口来弥（経
１）

３位

第69回秋季北信
越学生卓球選手
権大会

男 子 団 体
内藤友成（経４）、山﨑琉優（文４）、竹前亮（経３）、風
間慶亮（経２）、青木銀士、大塚慎吾、倉又奏夢、谷口
来弥（経１）

４位

男 子 ダ ブ ル ス 竹前亮（経３）、風間慶亮（経２） 出場

男 子 ダ ブ ル ス 青木銀士、大塚慎吾（経１） ベスト３２

男 子 ダ ブ ル ス 倉又奏夢、谷口来弥（経１） ベスト３２

男子シングルス 内藤友成（経４）

出場

男子シングルス 山﨑琉優（文４）

男子シングルス 竹前亮（経３）

男子シングルス 風間慶亮（経２）

男子シングルス 青木銀士（経１）

男子シングルス 大塚慎吾（経１）

男子シングルス 倉又奏夢（経１）

男子シングルス 谷口来弥（経１）

女子シングルス 山田美菜（文４）
女子シングルス 本間美蘭（文３）

クラブ名 大会名 部門･種目および大会出場者名 （学科・学年） 成　績

空手道部

第65回全日本学
生空手道選手権
大会北信越地区
代表選考会

組 手 五十嵐健児（経４） ベスト８

個 人 形 太田龍之介（経４） ３位

第66回北信越大
学空手道大会 団 体 組 手 五十嵐健児、太田龍之介（経４）、小柳翔（経２）、小川

虎太朗（経１） ３位

第65回全日本学生
空手道選手権大会 組 手 五十嵐健児（経４） ２回戦敗退

第65回全日本大学
空手道選手権大会 団 体 組 手 五十嵐健児、太田龍之介（経４）、小柳翔（経２）、小川

虎太朗（経１） 出場

ラ イ フ
セービング部

第４７回全日本
ライフセービン
グ選手権大会

ラ イ ン ス
ロ ー 他 中野悠渡（経２） 出場

サッカー部

北信越大学サッカー
リーグ１部 天野楓太、山賀唯人（経４）、長田知樹（文４）、岡田佑太、北崎巧、小林勇人、

小池錬、小山光、高橋一斗、田崎理一、古匠正樹、松本友哉（経３）、長谷部
翔大、樋口魁、本多英人（経２）、岡崎壮吾、坂井大和、田中翔馬、田原怜央、
橋岡尚、東正也、壬生大空海、宮城ダヴァンテ誠（経１）

９位

総理大臣杯全日本
サッカートーナメン
ト北信越大会

ベスト８

2021 新潟日報杯・
共同通信杯第26回
新潟県サッカー選手
権大会　天皇杯JFA
第101回全日本サッ
カー選手権大会新潟
県代表決定戦

【新潟産業大学】
天野楓太、山賀唯人（経４）、長田知樹（文４）、岡田佑太、北崎巧、小林勇人、
小池錬、小山光、高橋一斗、田崎理一、古匠正樹、松本友哉（経３）、長谷部
翔大、樋口魁、本多英人（経２）、岡崎壮吾、坂井大和、田中翔馬、田原怜央、
橋岡尚、東正也、壬生大空海、宮城ダヴァンテ誠（経１）

ベスト８

【産大ＦＣ】
赤木凌雅、増田大悟、古山悠人、水澤風雅、石黒辰之助（経３）、中川遥貴、
内藤永輝（経２）、池田流星、荒木雅大、新田樹、熊川怜幹、中林奎斗、石黒禅、
山城翔大、宮城魁斗、上原大和（経１）

１回戦敗退

新潟県社会人２部
リーグ 優勝/10チーム

全国社会人サッカー
大会新潟予選 1回戦敗退

男 子
バスケット
ボール部

第55回北信越大学
バスケットボール
選手権大会

泉光揮、風巻魁、北澤航平、高坂遼（経4）、小川有希（経3）

出場女 子
バスケット
ボール部

第55回北信越代が
于バスケットボー
ル選手権大会

趙 凝、石井英奈（経４）、五十嵐李菜、佐藤琴音、藤井伽菜（文４）

剣 道 部 令和2年度新潟県
剣道選手権大会 佐々木響（文３）

月には状況が一変する事となりました。
　令和四年一月現在、日本のコロナワクチン二回接種率は八割弱。三回目のワクチン接種も開始されています。今までの二回のワクチン接種では
接種後に体の不調を感じられた方も多かったと思います。よって、三回目のワクチン接種ともなれば更に不安を感じられる方は多いのではないで
しょうか。
　未知なるウイルスとの闘いが長期化し、マスク生活が続く中で、顔の表情が老け込んでいないか心配です。一日も早く皆様方の元気な生活が戻っ
てくれることを願っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（父母の会事務局）

   優秀競技者賞

 ・第97回日本選手権水泳競技大会水球競技男子 第２位　稲場悠介（経済経営学科３年）※ブルボンウォー
　ターポロクラブ柏崎所属
 ・第97回日本選手権水泳競技大会水球競技女子ベスト８　宮川華音、前野理緒、井上すず、新藤汐砂
　（経済経営学科４年）、小浦英莉子、金桶友香、渡邊あかね（同３年）、山村優明（同２年）、田中真由
　（文化経済学科２年）、前野美月（経済経営学科１年）　計10名　※ブルボンウォーターポロクラブ柏
　崎所属				  

令和３年度　優秀体育人表彰（一般財団法人 柏崎市スポーツ協会）

空手道部

多府県大会（オープン戦含む） 全国大会（オープン戦含む）

水球部女子 水球部男子 卓球部

水球オリンピック報告会

 ・第97回日本学生選手権水泳競技大会水球競技男子 第３位　朝廣開輝、大森史皓、瀧村憲哉、中島アディ（経済経営学科４年）、内山雅治、加
　藤時也（文化経済学科４年）、奥一生、櫻井倖、中村挙、野田一成、山口巧喜（経済経営学科３年）、加藤未来（文化経済学科３年）、上出時也、
　藤井敬聖、水野楓（経済経営学科２年）、　　計15名				  
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